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【各国政府機関】 
 
● 米国疾病予防管理センター（US CDC: Centers for Disease Control and Prevention） 
https://www.cdc.gov/ 
 
１．調理済みパスタ製品に関連して複数州にわたり発生しているリステリア（Listeria 
monocytogenes）感染アウトブレイク（2025 年 9 月 30 日、26 日付更新情報） 
Listeria Outbreak Linked to Prepared Pasta Meals 
Sept. 30 & 26, 2025 
https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/chicken-fettuccine-alfredo-06-25/index.html 
https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/chicken-fettuccine-alfredo-06-25/investigation.ht
ml（Investigation Update） 
https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/chicken-fettuccine-alfredo-06-25/locations.html
（Locations） 
https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/chicken-fettuccine-alfredo-06-25/timeline.html
（Timeline） 
 
 米国疾病予防管理センター（US CDC）は、調理済みパスタ製品に関連して複数州にわた

り発生しているリステリア（Listeria monocytogenes）感染アウトブレイクに関する更新情

報を発表した。 
 
2025 年 9 月 30 日付更新情報 
〇 検査機関での検査データ 
 FreshRealm 社が「牛ミートボール入りマリナラソースのリングイネ」（調理済みパスタ

製品）の検査を行った結果、L. monocytogenes アウトブレイク株と同じ株が検出された。

当該製品は出荷されていなかった。FreshRealm 社はまた、当該製品に使用されていた原

材料についても検査を行い、パスタからリステリアが検出された。全ゲノムシークエンシ

ング（WGS）解析の結果、このパスタから分離されたリステリア株がアウトブレイク株と

同じ株であることが示された。複数の事業者が当該パスタの一部のロットを使用しており、

これらの事業者は当該パスタが使用された食品・料理の回収を行っている。 
 
2025 年 9 月 26 日付更新情報 
 米国疾病予防管理センター（US CDC）、複数州の公衆衛生・食品規制当局、米国食品医

薬品局（US FDA）および米国農務省食品安全検査局（USDA FSIS）は、複数州にわたり

発生しているリステリア（Listeria monocytogenes）感染アウトブレイクを調査するため

様々なデータを収集している。 

https://www.cdc.gov/
https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/chicken-fettuccine-alfredo-06-25/index.html
https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/chicken-fettuccine-alfredo-06-25/investigation.html
https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/chicken-fettuccine-alfredo-06-25/investigation.html
https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/chicken-fettuccine-alfredo-06-25/locations.html
https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/chicken-fettuccine-alfredo-06-25/locations.html
https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/chicken-fettuccine-alfredo-06-25/timeline.html
https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/chicken-fettuccine-alfredo-06-25/timeline.html
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 疫学・追跡調査および検査機関での検査から得られたデータは、FreshRealm 社製の複

数の調理済みパスタ製品がL. monocytogenesに汚染され、本アウトブレイクの感染源とな

っていることを示している。Nate's Fine Foods 社が供給したパスタが FreshRealm 社製の

「牛ミートボール入りマリナラソースのリングイネ」（調理済みパスタ製品）の原材料とし

て使用されていた。このパスタ製品を検査した結果リステリア株が分離され、当該株がア

ウトブレイク株と同じ株であるかどうか確認するため全ゲノムシークエンシング（WGS）
解析が行われている。汚染源の特定、および本件に関連している製品が他にもあるかどう

かの確認のため、調査が進められている。 
 
〇 疫学データ 
 2025 年 6 月 18 日付初発情報以降に、L. monocytogenes アウトブレイク株感染患者が新

たに 2 州から計 3 人報告され、新たな死亡者 1 人がユタ州から報告された。2025 年 9 月

25 日時点で、本アウトブレイクの患者は 15 州から報告されている計 20 人である（図 1）。
患者由来検体は 2024 年 8 月 1 日～2025 年 9 月 11 日に採取された（図 2）。情報が得られ

た患者 20 人のうち 19 人が入院し、死亡者はイリノイ州、ミシガン州、テキサス州および

ユタ州から 1 人ずつの計 4 人が報告されている。妊娠関連患者 1 人が流産した。 
 
図 1：リステリア（Listeria monocytogenes）感染アウトブレイクの居住州別患者数（2025
年 9 月 25 日時点の計 20 人） 

 
 
図 2：リステリア（Listeria monocytogenes）感染アウトブレイクの発症日別患者数（2025
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年 9 月 25 日時点の計 20 人） 

 

 
 公衆衛生当局は、患者の年齢・人種・民族・その他の人口統計学的特徴、および患者が

発症前 1 カ月間に喫食した食品など、患者に関する様々な情報を多数収集している。これ

らの情報は、アウトブレイク調査で感染源を特定するための手掛かりとなる。 
 本アウトブレイクの患者について現時点で得られている人口統計学的情報は以下の通り

である（n は当該情報が得られた患者の数）。 
年齢（n=20） 年齢範囲：4～92 歳 

年齢中央値：72 歳 
性別（n=20） 65%：女性 

35%：男性 

人種（n=18） 78%：白人 
17%：アフリカ系アメリカ人または黒人 
5%：アジア系 

民族（n=19） 89%：非ヒスパニック系 
11%：ヒスパニック系 
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 各州・地域の公衆衛生当局は、患者が発症前 1 カ月間に喫食した食品に関する聞き取り

調査を行っている。聞き取りが実施された患者 13 人のうち 7 人（54%）が調理済み料理の

喫食を報告し、このうち 4 人（57%）が「鶏肉入りアルフレッドソースのフェットチーネ」

の喫食を具体的に報告した。患者は、小売りチェーンの Walmart および Kroger の店舗の

冷蔵食品売り場でこれらの製品を購入していた。公衆衛生調査において、本アウトブレイ

クに関連している製品が他にもあるかどうか確認するため、患者が発症前に喫食した食品

に関する情報の収集が続けられている。聞き取り調査が行われた患者では、本件に関連し

ている「牛ミートボール入りマリナラソースのリングイネ」の喫食を報告した患者はいなか

った。 
 
〇 検査機関での検査データ 
 本アウトブレイクの公衆衛生調査では、アウトブレイク患者を特定するために PulseNet
（食品由来疾患サーベイランスのための分子生物学的サブタイピングネットワーク）のシ

ステムを利用している。CDC の PulseNet 部門は、食品由来疾患の原因菌の DNA フィン

ガープリントの国内データベースを管理している。原因菌の分離株には WGS 法により

DNA フィンガープリンティングが行われる。WGS 解析により、本アウトブレイクの患者

由来検体から分離されたリステリア株が遺伝学的に相互に近縁であることが示された。こ

の結果は、本アウトブレイクの患者が同じ食品により感染したことを示唆している。 
 2025 年 3 月 19 日、FSIS の通常検査において、FreshRealm 社製の「鶏肉入りアルフレ

ッドソースのフェットチーネ」の検体から L. monocytogenes アウトブレイク株が検出され

た。 
 FreshRealm 社が製品およびその原材料の検査を行った結果、「牛ミートボール入りマリ

ナラソースのリングイネ」から L. monocytogenes アウトブレイク株が検出された。当該製

品は出荷されていなかった。FreshRealm 社が当該製品の原材料を検査した結果、Nate's 
Fine Foods 社から供給されたパスタが L. monocytogenes 陽性であることが確認された。

このパスタ由来リステリア株がアウトブレイク株と同じであるかどうか特定するため

WGS 解析が進められている。 
 
〇 公衆衛生上の措置 
 CDC は、本件に関連した製品を喫食せずに返品または廃棄するよう注意喚起している。 
 
（食品安全情報（微生物）No.13 / 2025（2025.06.25）US CDC 記事参照） 
 
２．栄養補助食品の冷凍シェイク飲料に関連して複数州にわたり発生したリステリア

（Listeria monocytogenes）感染アウトブレイク（2025 年 5 月 16 日付最終更新） 
Listeria Outbreak Linked to Supplement Shakes 
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May 16, 2025 
https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/shakes-022025/index.html 
https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/shakes-022025/investigation.html（Investigation 
Update） 
https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/shakes-022025/locations.html（Locations） 
https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/shakes-022025/timeline.html（Timeline） 
 
 米国疾病予防管理センター（US CDC）、複数州の公衆衛生・食品規制当局および米国食

品医薬品局（US FDA）は、複数州にわたり発生したリステリア（Listeria monocytogenes）
感染アウトブレイクを調査した。 
 疫学・追跡調査および検査機関での検査から得られたデータは、Prairie Farms 社製の冷

凍シェイク飲料（栄養補助食品）がリステリアに汚染されており、本アウトブレイクの感染

源となったことを示していた。 
 2025 年 5 月 16 日時点で本アウトブレイクは終息している。 
 
〇 疫学データ 
 2025 年 5 月 16 日時点で、L. monocytogenes アウトブレイク株感染患者が 21 州から計

42 人報告された（図 1）。患者の発症日は 2018 年 8 月 17 日～2025 年 3 月 13 日であった

（図 2）。情報が得られた全患者 42 人のうち 41 人が入院した。死亡者は計 14 人が 9 州か

ら報告され、報告州は、カリフォルニア、イリノイ、インディアナ、ミシガン、ミネソタ、

ノースカロライナ、ニューヨーク、テネシー、テキサスおよびワシントンの各州であった。

患者のほとんどが長期介護施設の居住者であったか、発症前に病院に入院していた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/shakes-022025/index.html
https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/shakes-022025/investigation.html
https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/shakes-022025/locations.html
https://www.cdc.gov/listeria/outbreaks/shakes-022025/timeline.html
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図 1：リステリア（Listeria monocytogenes）感染アウトブレイクの居住州別患者数（2025
年 5 月 16 日時点の計 42 人） 

 

 
図 2：リステリア（Listeria monocytogenes）感染アウトブレイクの発症日別患者数（2025
年 5 月 16 日時点の計 42 人） 
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 公衆衛生当局は、患者の年齢・人種・民族・その他の人口統計学的特徴、および患者が発

症前 1 カ月間に喫食した食品など、患者に関する様々な情報を多数収集している。これら

の情報は、アウトブレイク調査で感染源を特定するための手掛かりとなる。 
 本アウトブレイクの患者について得られた人口統計学的情報は以下の通りである（n は当

該情報が得られた患者の数）。 
年齢（n=42） 年齢範囲：43～101 歳 

年齢中央値：78 歳 
性別（n=42） 55%：女性 

45%：男性 
人種（n=33） 76%：白人 

24%：アフリカ系アメリカ人または黒人 
民族（n=33） 94%：非ヒスパニック系 

6%：ヒスパニック系 
 
 CDC は、2018 年、2021 年および 2023 年にも本アウトブレイクを調査していた。当時

の調査で得られた疫学データからは、患者が長期介護施設およびその他の高齢者福祉施設

の居住者であること、および可能性の高い感染源がこれらのタイプの施設で提供された食

品であることは特定されたが、具体的な食品を特定できるだけの十分な情報は得られなか

った。その後、新たな患者 6 人が報告されたことを受け、CDC は、2024 年 10 月に本アウ

トブレイクの調査を再開した。2025 年 2 月、追跡調査により原因食品が特定された後、

Prairie Farms 社由来の環境検体から L. monocytogenes アウトブレイク株が検出された。 
 各州・地域の公衆衛生当局は、患者が発症前 1 カ月間に喫食した食品に関する聞き取り

調査を行った。情報が得られた全患者 42 人のうち 38 人（90%）が、長期介護施設に居住

していたことを報告、または発症前に入院していた。患者 9 人が栄養補助食品の冷凍シェ

イク飲料に類似した食品等の軟食の喫食を報告した。これらの施設より提供された情報か

ら、少なくとも 4 人の居住者が回収対象となった栄養補助食品の冷凍シェイク飲料を喫飲

していたことが判明した。また、これらの施設では居住者が栄養補助食品の冷凍シェイク飲

料を利用可能であったことが確認された。 
 
〇 検査機関での検査および追跡調査によるデータ 
 本アウトブレイクの公衆衛生調査では、アウトブレイク患者を特定するために PulseNet
（食品由来疾患サーベイランスのための分子生物学的サブタイピングネットワーク）のシ

ステムを利用した。CDC の PulseNet 部門は、食品由来疾患の原因菌の DNA フィンガー

プリントの国内データベースを管理している。原因菌の分離株には WGS（全ゲノムシーク

エンシング）法により DNA フィンガープリンティングが行われる。WGS 解析により、本
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アウトブレイクの患者由来検体から分離されたリステリア株が遺伝学的に相互に近縁であ

ることが示された。この結果は、本アウトブレイクの患者が同じ食品により感染したことを

示唆している。 
 長期介護施設で提供された食事の記録について FDA が追跡調査を行った結果、Prairie 
Farms 社製の栄養補助食品の冷凍シェイク飲料が患者に共通して提供された食品であるこ

とが示された。2025 年 2 月 4 日、FDA は立ち入り検査を実施し、同社から環境検体を採取

し検査を行った。2025 年 2 月 19 日、WGS 解析の結果、これらの環境検体由来リステリア

株が患者由来リステリア株と近縁であることが示された。 
 
〇 公衆衛生上の措置 
 2025 年 2 月 22 日、Lyons Magnus 社が栄養補助食品の冷凍シェイクの回収を開始した

（以下 Web ページ参照）。 
https://www.fda.gov/safety/recalls-market-withdrawals-safety-alerts/lyons-magnus-
recalls-lyons-readycare-and-sysco-imperial-frozen-supplemental-shakes-manufactured 
 本アウトブレイクは終息した。CDC はリステリア感染予防のための対策を講じるよう繰

り返し注意喚起している（以下 Web ページ参照）。 
https://www.cdc.gov/listeria/prevention/ 
 
（関連記事） 
米国食品医薬品局（US FDA） 
栄養補助食品の冷凍シェイク飲料に関連したリステリア（Listeria monocytogenes）感染ア

ウトブレイク調査 
Outbreak Investigation of Listeria monocytogenes : Frozen Supplemental Shakes 
(February 2025) 
Content current as of: 05/16/2025 
https://www.fda.gov/food/outbreaks-foodborne-illness/outbreak-investigation-listeria-
monocytogenes-frozen-supplemental-shakes-february-2025 
 
（食品安全情報（微生物）No.5 / 2025（2025.03.05）US CDC 記事参照） 
 
 
 

 
● 欧州委員会健康・食品安全総局（EC DG-SANTE: Directorate-General for Health and 
Food Safety） 
https://commission.europa.eu/about/departments-and-executive-agencies/health-and-

https://www.fda.gov/safety/recalls-market-withdrawals-safety-alerts/lyons-magnus-recalls-lyons-readycare-and-sysco-imperial-frozen-supplemental-shakes-manufactured
https://www.fda.gov/safety/recalls-market-withdrawals-safety-alerts/lyons-magnus-recalls-lyons-readycare-and-sysco-imperial-frozen-supplemental-shakes-manufactured
https://www.cdc.gov/listeria/prevention/
https://www.fda.gov/food/outbreaks-foodborne-illness/outbreak-investigation-listeria-monocytogenes-frozen-supplemental-shakes-february-2025
https://www.fda.gov/food/outbreaks-foodborne-illness/outbreak-investigation-listeria-monocytogenes-frozen-supplemental-shakes-february-2025
https://commission.europa.eu/about/departments-and-executive-agencies/health-and-food-safety_en
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food-safety_en 
 
食品および飼料に関する早期警告システム（RASFF：Rapid Alert System for Food and 
Feed） 
https://food.ec.europa.eu/food-safety/rasff_en 
 
RASFF Portal Database 
https://webgate.ec.europa.eu/rasff-window/screen/search 
 
Notifications list 
https://webgate.ec.europa.eu/rasff-window/screen/list 
 
2025 年 9 月 19 日～10 月 6 日の主な通知内容 
 
警報通知（Alert Notification） 
イタリア産モッツァレラのリステリア（L. monocytogenes）、ポーランド産（エストニア経

由）冷凍チキンケバブのサルモネラ（S. Enteritidis）、中国産豆腐（唐辛子入り）のセレウ

ス菌、ウルグアイ産の生鮮牛肉の志賀毒素産生性大腸菌、ドイツ産サラミの志賀毒素産生性

大腸菌、オーストリア産カボチャ種子のサルモネラ属菌、ドイツ産ブロッコリースプラウト

の志賀毒素産生性大腸菌、デンマーク産牛肉のサルモネラ、ベルギー産鶏肉蒸し煮のリステ

リア（L. monocytogenes）、フランス産ソーセージのリステリア、エジプト産乾燥バジルの

サルモネラ（S. Kentucky）、ポーランド産冷凍鶏ケバブ肉のリステリア（L. monocytogenes）、
中国産乾燥マッシュルームのセレウス菌、フランス産ヤギ生乳チーズの腸管出血性大腸菌

（志賀毒素産生性大腸菌）など。 
 
注意喚起情報（Information Notification for Attention） 
オランダ産の生肉製品の志賀毒素産生性大腸菌（eae+）、マラウイ産マカダミアナッツのサ

ルモネラ属菌、フランス産レタスミックスのリステリア、アイルランド産チーズのリステリ

ア（L. monocytogenes）、フランス産タラのリステリア（L. monocytogenes）、ポーランド

産冷蔵鶏肉のサルモネラ（S. Newport）、オランダ産加熱済みエビ（殻付き）のリステリア

（L. monocytogenes）、イタリア産モッツァレラのリステリア（L. monocytogenes）、オラ

ンダ産ニシンの喫食に関連したフランスのリステリア症患者クラスター、オーストリア産

鶏肉製品のサルモネラ属菌とカンピロバクター属菌、ポーランド産ブロイラーとたい由来

首皮検体のサルモネラ（S. Enteritidis（1/5 検体陽性））、リトアニア産七面鳥串焼きのサル

モネラ（S. Agona）、ラトビア産の生鮮牛肉のサルモネラ（S. Brandenburg）、ウクライナ

産冷蔵鶏肉のサルモネラ（S. Infantis）、イタリア産（スペイン産原材料使用）イガイのサ

https://commission.europa.eu/about/departments-and-executive-agencies/health-and-food-safety_en
https://food.ec.europa.eu/food-safety/rasff_en
https://webgate.ec.europa.eu/rasff-window/screen/search
https://webgate.ec.europa.eu/rasff-window/screen/list
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ルモネラ属菌、スペイン産の生鮮豚肉のサルモネラ（S. Typhimurium）、ルーマニア産の生

鮮家禽肉のサルモネラ（S. Enteritidis、S. Infantis）など。 
 
フォローアップ喚起情報（Information Notification for follow-up） 
リトアニア産冷凍ポテトパンケーキ（肉入り）のサルモネラ属菌、ポーランド産天然水の大

腸菌（3/5 検体陽性）、スロベニア産加工動物タンパク質（家禽肉ミール）のサルモネラ属

菌、ポーランド産冷凍鶏手羽肉のサルモネラ（S. Newport）、ポーランド産鶏肉のサルモネ

ラ（S. Infantis）、アイスランド産冷凍ニシンのアニサキス科幼虫（死骸）、ドイツ産菜種ミ

ールのサルモネラ属菌、チェコ産冷凍家禽肉製品（ケバブ用）のサルモネラ（S. enterica）、
タイ産冷凍鶏肉のサルモネラ（S. Infantis）、イタリア産大豆搾油粕のサルモネラ属菌、ポ

ーランド産栄養補助食品のサルモネラ属菌、ドイツ産飲用乳の B. circulans、スペイン産冷

凍豚肉のサルモネラ（S. Derby）など。 
 
通関拒否通知（Border Rejection Notification） 
ベトナム産冷凍キャッサバリーフ（みじん切り）のサルモネラ（S. Weltevreden）、ウガン

ダ産ゴマ種子のサルモネラなど。 
 
 
 

 
● スコットランド食品基準庁（FSS: Food Standards Scotland） 
http://www.foodstandards.gov.scot 
 
スコットランド食品基準庁（FSS）および英国食品基準庁（UK FSA）が食品に関する報告

書「Our Food 2024」を発表 
Annual Food Standards Scotland and Food Standards Agency report highlights ongoing 
food safety and standards challenges 
19 JUNE 2025 
https://www.foodstandards.gov.scot/news/annual-food-standards-scotland-and-food-
standards-agency-report-highlights-ongoing-food-safety-and-standards-challenges 
 
 スコットランド食品基準庁（FSS）および英国食品基準庁（UK FSA）は、英国全域の食

品安全・基準について評価を行う年次報告書の 2024 年版「Our Food 2024」を発行した（以

下 Web ページ参照）。 
https://www.foodstandards.gov.scot/about-us/how-we-work/governance/our-food-2024 
 2024 年は、食品の安全性・信頼性の水準は全体的に一定レベルを維持したが、フードシ

http://www.foodstandards.gov.scot/
https://www.foodstandards.gov.scot/news/annual-food-standards-scotland-and-food-standards-agency-report-highlights-ongoing-food-safety-and-standards-challenges
https://www.foodstandards.gov.scot/news/annual-food-standards-scotland-and-food-standards-agency-report-highlights-ongoing-food-safety-and-standards-challenges
https://www.foodstandards.gov.scot/about-us/how-we-work/governance/our-food-2024
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ステムのいくつかの要素については切迫した状況が続いている。地方自治体のリソースは

依然として不十分であり、相当数の未処理の検査や、増加が続く新規参入の食品事業者に対

して実施すべき検査に対応できていない。国境における書類審査と現物検査には進展が見

られるが、より包括的かつ正確なデータが消費者保護の強化につながると考えられる。現状

では、依然として多くの家庭が食料の確保に不安を抱えており、食品の健全性を向上させる

ためにはさらなる取り組みが必要である。 
 国のサーベイランスにおけるサンプリングの結果から、違反事例の多くが食品表示関連

の問題であることが示されている。そのため、地方自治体による食品検体の採取率が新型コ

ロナウイルス感染症（COVID-19）パンデミック前の水準を下回っていることが懸念事項の

1 つとなっている。2023 年までと同様に、表示が不正確なアレルゲン含有食品の例が依然

として見受けられた。食品表示からアレルゲンが認識できない場合、食品アレルギーがある

一部の消費者では命に関わる問題が生じる可能性がある。食品事業者は、特にアレルゲンに

関する表示の正確性に細心の注意を払う必要がある。 
 公的獣医師（OVs：Official Veterinarians）の人材確保は改善されてはいるが、依然とし

て厳しい状況であり、食肉業界の基準を確実に高く保つためには、より持続可能な人材増強

プロセスが必要である。 
 家庭の食料不安は依然として深刻な問題であり、2024 年は英国全体の約 5 分の 1（21%）

の家庭が「食料不安がある」と報告した。果物または野菜を一日 5 品目摂取するなど国民が

健康目標を達成するための食事を摂取できるよう、支援の強化が必要である。以下の取り組

みはすべて、より健康的な食品を選択できるよう食品環境を変えるための機会を提示して

いる。 
・ イングランドの政府による計画的な食品戦略および国営医療サービス（NHS）の 10 カ

年計画 
・ スコットランドの政府による「Good Food Nation Plan（良質な食品に関する国家計画）」

および子供の健康への取り組み 
・ 北アイルランドの「Food Strategy Framework（食品戦略の枠組み）」 
・ ウェールズの報告書「Food Matters: Wales and the Community Food Strategy」に収

載されたウェールズ政府の食品関連政策 
FSS および FSA は食品規制当局として、公衆衛生の成果を向上させるために自らの役割を

果たせるよう常に準備を整えている。 
 FSS および FSA は、高い食品基準を維持し、かつ全ての人にとって有益なフードシステ

ムを実現するため、英国のフードシステムに現存するリスクに対し、連携して取り組むよう

政府・業界・規制機関に呼びかけている。 
 
（関連記事） 
英国食品基準庁（UK FSA） 
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FSS および UK FSA が食品に関する報告書「Our Food 2024」を発表 
Our Food 2024 
Last updated: 19 June 2025 
https://www.food.gov.uk/our-work/our-food-2024 
 
（食品安全情報（微生物）No.9 / 2024（2024.05.01）FSS 記事参照） 
 
 
 

 
● アイルランド食品安全局（FSAI: Food Safety Authority of Ireland） 
https://www.fsai.ie/ 
 
冷蔵・冷凍の衣付き家禽肉製品に関する食品安全慣行を遵守するようアイルランド食品安

全局（FSAI）が食品事業者に改めて注意喚起 
FSAI Reminds Food Businesses to Comply with Food Safety Practices for Chilled and 
Frozen Coated Poultry Products 
28 APRIL 2025 
https://www.fsai.ie/news-and-alerts/latest-news/fsai-reminds-food-businesses-to-
comply-with-food-s 
 
 アイルランド食品安全局（FSAI）は、食品の製造・卸売・小売業者などに対し、アイル

ランド国内に流通する冷蔵・冷凍の衣付き家禽肉製品を製造および供給する際に強固な食

品安全管理システムを確実に運用するよう改めて注意を促している。さらに、製造業者に

対しては、冷蔵・冷凍の衣付き家禽肉製品に適切な調理法の説明を必ず記載し、「non-
ready-to-eat（そのまま喫食可能ではない）」ことを確実に明記するよう求めている。 
 FSAI は消費者に対しても助言を行っており、冷蔵・冷凍の衣付き家禽肉製品を調理す

る際は以下の対策を講じるよう推奨している。 
・ 十分に加熱する 

包装に記載された調理方法を確実に遵守し、食品の中心（最も厚い部分）の温度が 75℃
以上になるまで必ず十分に加熱する。 
・ 衛生管理を適切に行う 

家禽肉の取り扱い前後に石鹸と水で念入りに手を洗い、食品接触面と調理器具は使用後

に温水と洗剤ですべて洗浄する。 
・ 食品を適切に保存する 
包装の記載に従い適切な温度下で食品を保存する。 

https://www.food.gov.uk/our-work/our-food-2024
https://www.fsai.ie/
https://www.fsai.ie/news-and-alerts/latest-news/fsai-reminds-food-businesses-to-comply-with-food-s
https://www.fsai.ie/news-and-alerts/latest-news/fsai-reminds-food-businesses-to-comply-with-food-s
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 今回の注意喚起および助言は、全国を対象とした微生物学的調査の結果（以下 Web ペー

ジ参照）を受けて発出された。 
https://www.fsai.ie/getattachment/504dfff4-143d-405b-87de-82c575ef7327/final_nms_22
ns6.pdf 
この調査は、アイルランド国内に流通する冷蔵・冷凍の衣付き家禽肉製品について2022年
に実施されたもので、この調査で採取された計 382 検体のうち 5 検体からサルモネラ

（Salmonella Infantis）が検出された。S. Infantis が検出された製品は、チキングージョ

ン、チキンフィレおよびチキンボールであり、これらには生・部分加熱済み・十分に加熱

済みの製品が含まれていた。消費者の健康リスクを低減するため、食品安全リスク管理対

策が講じられた。 
 サルモネラは、食品の加熱・取り扱いが適切に行われない場合に重大な健康リスクとな

る細菌で、世界的に主要な食品由来疾患の原因菌である。今回の調査結果から、可能性の

ある汚染源の 1 つとして輸入家禽が示されたため、FSAI は製造業者に対し、食品供給チ

ェーンのすべての段階を通じて厳格な管理を確実に行うよう繰り返し求めている。この管

理対策には、冷蔵・冷凍の衣付き家禽肉製品の製造に使用されるすべての原材料について

の全面的な追跡調査が含まれており、これらの原材料は、当該製品を製造する際の生の家

禽肉の使用に関わる法的な微生物要件に適合していなければならない。消費者は、「その

まま喫食可能でない」冷蔵・冷凍の衣付き家禽肉製品を調理する際は、汚染リスクを最小

限に抑えるため、全ての食品安全慣行を必ず厳密に遵守することが強く推奨される。 
 FSAI の Greg Dempsey 長官は、今回の調査結果を受けて、厳格な食品安全管理および

製造業者による消費者への明確なガイドラインの提供が極めて重要であることを強調した。 
 
 
 

 
● ノルウェー公衆衛生研究所（NIPH: The Norwegian Institute of Public Health） 
https://www.fhi.no 
 
オスロの飲食施設「Frognerseteren」のカフェ・レストランを利用した人に A 型肝炎ワク

チンの接種を推奨 
Visitors at Frognerseteren cafe and restaurant will be offered vaccination against 
hepatitis A 
07.08.2025 
https://www.fhi.no/en/news/2025/flere-spisegjester-ved-frognerseteren-tilbys-na-
vaksinasjon-mot-hepatitt-a/ 

https://www.fsai.ie/getattachment/504dfff4-143d-405b-87de-82c575ef7327/final_nms_22ns6.pdf
https://www.fsai.ie/getattachment/504dfff4-143d-405b-87de-82c575ef7327/final_nms_22ns6.pdf
https://www.fhi.no/
https://www.fhi.no/en/news/2025/flere-spisegjester-ved-frognerseteren-tilbys-na-vaksinasjon-mot-hepatitt-a/
https://www.fhi.no/en/news/2025/flere-spisegjester-ved-frognerseteren-tilbys-na-vaksinasjon-mot-hepatitt-a/


 15 

 
 オスロの飲食施設「Frognerseteren」のカフェおよびレストランの飲食サービスに関連し

て A 型肝炎に罹患した患者が、2025 年 8 月 7 日までにノルウェー公衆保健研究所（FHI）
に 22 人報告されている。Frognerseteren で調理された食品を過去 14 日以内に喫食した人

に対し、地域保健サービスによる A 型肝炎ワクチンの接種が提供されている。このワクチ

ン接種は A 型肝炎ウイルスに曝露した人の発症予防に効果がある。 
 
 ノルウェー公衆衛生研究所（NIPH）は、Frognerseteren で発生したアウトブレイクと関

連する可能性が高い患者 22 人について報告を受けており、そのうち 12 人は NIPH の国立

リファレンス検査機関（NRL）でのシークエンシング解析により確定されている。患者の居

住地はオスロ市（16 人）、アーケシュフース県（4）、ヴェストラン県（1）、インランデ県（1）
であり、2025 年 7 月 10 日～8 月 5 日に検査を受けた。 
 NIPH の主任医務官・部門長である Siri Feruglio 氏によると、該当期間中は

Frognerseteren に多くの人が訪れていたため、現在、国内の様々な地域で患者が確認され

ているとのことである。 
 オスロ市における A 型肝炎アウトブレイクに関する Q&A は以下の Web ページで公開さ

れている。 
https://www.fhi.no/en/ou/utbrudd/questions-and-answers---hepatitis-a-outbreak-in-oslo/ 
 
NIPH がアウトブレイクの調査を調整 
 本アウトブレイクは、これまでオスロ市当局と食品安全当局が NIPH の支援のもとで対

応してきた。飲食施設 Frognerseteren は自主的に閉鎖することを 8 月 2 日に決定した。ア

ウトブレイクは現在国内の様々な地域に居住する患者に及んでいるため、アウトブレイク

調査の調整は今後 NIPH が引き継ぐこととなる。調査はオスロ市、食品安全当局、および

患者が発生した自治体の緊密な連携のもとで継続される。 
 
◯ A 型肝炎を発症した人への助言 
 NIPH は、2025 年 6 月中旬～8 月 2 日に Frognerseteren で調理された食品を喫食し A
型肝炎を発症した人に対し、かかりつけ医師などの地域保健サービスに連絡した上で検査

を受けることを推奨している。 
 感染者および濃厚接触者については、各自治体で追跡調査が行われている。NIPH は、自

治体から新たな A 型肝炎の患者が報告された場合、当該自治体の医務官に連絡する。 
 
◯ A 型肝炎を発症していない人へのワクチン接種の推奨 
 NIPH は、過去 14 日以内に Frognerseteren で調理・提供された食品を喫食し、症状の

現れていない人に対し、居住地または滞在地の地域保健サービス（かかりつけ医師など）が

https://www.fhi.no/en/ou/utbrudd/questions-and-answers---hepatitis-a-outbreak-in-oslo/
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提供する A 型肝炎ワクチン接種を受けることを推奨している。 
 オスロ滞在者には、Nydalen 地域のワクチン接種センターで金曜日の午後から予約不要

のワクチン接種を実施している。受付時間および詳細については以下の Web ページで確認

することができる。 
https://www.oslo.kommune.no 
飲料（コーヒー、紅茶、ソーダ、水など）のみを喫飲、またはチョコレートなどレストラン

で調理されていない食品のみを喫食した人は、ワクチン接種は不要である。 
 Feruglio 氏によると、NIPH はアウトブレイク発生中の最新情報にもとづいて予防接種

を評価し、この実施がアウトブレイクの拡大を抑制するために効果的で目的に即した措置

であると判断している。 
 曝露した可能性のある日から 14 日以内にワクチンを接種することで、疾病の発症予防に

効果がある。当該レストランで食事をした人のうち、以前に十分な予防接種を受けている人

（旅行関連の予防接種等）、または以前に A 型肝炎に罹患したことがある人は、予防接種を

行う必要はない。 
 
A 型肝炎について 
 A 型肝炎は、肝臓に炎症を引き起こし得るウイルス性疾患である。症状は軽度から重度ま

で多岐にわたり、発熱、吐き気、嘔吐、食欲不振、濃い色の尿、薄い色の便、腹痛、皮膚や

白目部分の黄色化（黄疸）などが含まれる。下痢症状は稀である。一部の感染者は発症せず、

特に子供は一般的に発症しない。 
 A 型肝炎は通常は自然治癒する疾患であるが、一部の人は治療や医療機関によるフォロ

ーアップが必要となる場合がある。感染から発症までの期間（潜伏期間）は通常 4 週間であ

るが、2 週間から 6 週間程度の範囲内で変動し得る。ウイルスは便中に存在し、感染は汚染

された食品や水の喫食・喫飲によって起こることが多いが、ヒト－ヒト間の濃厚接触を通じ

て広がることもある。トイレ使用後や食事前の手洗いは、感染予防のために重要である。 
 
 
 

 
食品微生物情報 
連絡先：安全情報部第二室 
 
 

https://www.oslo.kommune.no/

	RASFF Portal Database
	https://webgate.ec.europa.eu/rasff-window/screen/search
	Notifications list

